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本

村

凌

二

編

著 

『

ロ

ー

マ

帝

国

と

地

中

海

文

明

を

歩

く

』 

 

講

談

社 
 
 

二

〇

一

三

・

四

刊 

四

六 

四

一

五

頁 

二

六

〇

〇

円 

  

二

〇

一

二

年

春

、

東

京

大

学

の

ロ

ー

マ

史

担

当

教

授

と

し

て

、

ロ

ー

マ

史

の

研

究

、

教

育

の

み

な

ら

ず

、

多

数

の

著

作

に

よ

り

ロ

ー

マ

史

の

普

及

に

務

め

て

こ

ら

れ

た

本

村

凌

二

氏

が

定

年

退

職

を

迎

え

ら

れ

た

。

こ

れ

を

記

念

す

る

本

の

出

版

を

本

村

氏

に

学

ん

だ

西

洋

史

研

究

者

た

ち

が

提

案

し

、

こ

れ

を

機

に

本

村

氏

が

抱

い

て

い

た

「

古

代

遺

跡

に

学

術

的

な

解

説

を

施

し

た

観

光

案

内

書

」

（

本

書

「

ま

え

が

き

」

）

の

構

想

を

実

現

し

て

世

に

出

た

の

が

本

書

で

あ

る

。 

 

本

書

で

は

、

西

洋

史

研

究

者

が

ロ

ー

マ

帝

国

の

支

配

領

域

に

あ

る

古

代

遺

跡

を

政

治

、

軍

事

、

社

会

、

宗

教

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

な

視

点

か

ら

解

説

す

る

。

こ

れ

を

全

て

詳

細

に

紹

介

す

る

紙

幅

の

余

裕

は

な

い

の

で

、

ご

く

簡

単

に

内

容

に

触

れ

な

が

ら

本

書

で

取

り

上

げ

ら

れ

る

地

を

列

挙

す

る

。 

 

ま

ず

は

帝

国

の

首

都

ロ

ー

マ

か

ら

、

フ

ァ

シ

ス

ト

政

権

が

現

代

に

甦

ら

せ

た

戦

車

競

技

場

チ

ル

コ

・

マ

ッ

シ

モ

、

ダ

＝

ヴ

ィ

ン

チ

を

も

悩

ま

せ

た

マ

ル

ク

ス

・

ア

ウ

レ

リ

ウ

ス

帝

騎

馬

像

。

ロ

ー

マ

へ

の

海

上

物

流

の

集

積

地

だ

っ

た

港

湾

都

市

オ

ス

テ

ィ

ア

と

ポ

ル

ト

ゥ

ス

、

ヴ

ェ

ス

ヴ

ィ

オ

山

の

噴

火

で

火

山

灰

に

埋

没

し

た

「

愛

の

女

神

」

の

街

ポ

ン

ペ

イ

、

シ

チ

リ

ア

島

に

点

在

す

る

劇

場

、

ミ

ラ

ノ

に

残

る

古

代

人

の

信

仰

の

跡

（

こ

こ

ま

で

イ

タ

リ

ア

。

以

下

の

括

弧

も

現

在

の

国

名

）

。

ラ

イ

ン

川

の

最

前

線

の

拠

点

ト

リ

ー

ア

（

ド

イ

ツ

）

。

帝

国

西

部

の

交

通

の

要

衝

リ

ヨ

ン

、

ロ

ー

マ

世

界

一

の

陶

工

の

街

ミ

ヨ

ー

（

フ

ラ

ン

ス

）

。

ア

ン

ダ

ル

シ

ア

地

方

の

ロ

ー

マ

都

市

遺

跡

群

（

ス

ペ

イ

ン

）

。

エ

デ

ィ

ン

バ

ラ

と

そ

の

周

辺

の

要

塞

（

イ

ギ

リ

ス

）

。 

 

こ

こ

か

ら

ロ

ー

マ

帝

国

東

部

へ

。

ア

テ

ネ

の

神

殿

と

軍

事

施

設

、

宗

教

祭

儀

と

し

て

古

代

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

が

開

催

さ

れ

た

オ

リ

ン

ピ

ア

、

マ

ケ

ド

ニ

ア

と

ロ

ー

マ

の

野

心

の

跡

が

残

る

サ

モ

ト

ラ

ケ

、

ク

レ

タ

島

の

二

大

都

市

ゴ

ル

テ

ュ

ン

と

ク

ノ

ッ

ソ

ス

（

ギ

リ

シ

ア

）

。

小

ア

ジ

ア

の

名

高

い

託

宣

所

の

一

つ

デ

ィ

デ

ュ

マ

、

ロ

ー

マ

帝

国

の

東

方

の

最

前

線

の

拠

点

ア

ン

テ

ィ

オ

キ

ア

（

ト

ル

コ

）

。

人

々

と

と

も

に

神

々

も

集

散

し

た

文

明

の

十

字

路

キ

プ

ロ

ス

（

キ

プ

ロ

ス

）

。

ロ

ー

マ

時

代

に

も

受

け

継

が

れ

る

天

文

学

を

発

展

さ

せ

た

バ

ビ

ロ

ン

（

イ

ラ

ク

）

。

三

世

紀

に

ロ

ー

マ

軍

の

要

塞

と

な

っ

た

ル

ク

ソ

ー

ル

神

殿

（

エ

ジ

プ

ト

）

。

ロ

ー

マ

帝

国

の

危

機

と

さ

れ

る

時

代

に

繁

栄

し

た

ド

ゥ

ッ

ガ

（

チ

ュ

ニ

ジ

ア

）

。

以

上

、

二

一

ヶ

所

の

遺

跡

（

群

）

を

巡

る

。 

 

本

書

は

一

般

読

者

を

対

象

と

し

た

「

観

光

案

内

書

」

で

あ

る

た

め

、

予

備

知

識

の

な

い

読

者

に

も

読

み

や

す

い

よ

う

丁

寧

な

解

説

が

施

さ

れ

て

い

る

。

そ

れ

と

同

時

に

、

最

新

の

研

究

も

踏

ま

え

た

「

学

術

的

」

な

解

説

も

随

所

に

見

ら

れ

、

予

備

知

識

の

あ

る

読

者

に

も

読

み

ご

た

え

の

あ

る

内

容

と

な

っ

て

い

る

。

ま

た

、

遺

跡

の

解

説

だ

け

で

は

な

く

、

実

際

に

現

地

を

訪

れ

た

執

筆

者

が

見

た

風

景

や

そ

の

場

の

雰

囲

気

が

描

写

さ

れ

て

お

り

、

豊

富

な

地

図

や

写

真

も

あ

っ

て

、

読

者

は

臨

場

感

の

あ

る

紙

上

の

旅

を

楽

し

む

こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う

（

写

真

が

カ

ラ

ー

で

な

い

こ

と

が

残

念

で

あ

る

）

。 

 

こ

れ

ら

の

遺

跡

を

訪

れ

る

前

に

本

書

を

読

め

ば

、

旅

は

い

っ

そ

う

感

慨

深

い

も

の

と

な

る

だ

ろ

う

。

西

洋

の

古

代

遺

跡

に

関

心

は

あ

る

が

な

か

な

か

現

地

に

行

く

機

会

が

得

ら

れ

な

い

方

も

、

本

書

を

手

に

と

っ

て

ロ

ー

マ

帝

国

と
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地

中

海

文

明

へ

の

旅

に

出

て

み

て

は

い

か

が

だ

ろ

う

か

。

（

丸

亀

裕

司

） 


